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返　

済　

最
高
40
ヵ
月

要　

件　

①
市
税
な
ど
に
滞
納
が
無
い
こ
と

　
　
　
　

②
自
己
資
金
の
み
で
は
、
資
金
を
１
度
に
負
担
す
る
こ
と

　
　
　
　
　

が
困
難
な
人

　
　
　
　

③
融
資
を
受
け
た
資
金
の
返
済
能
力
が
あ
る
こ
と

　
　
　
　

④
同
居
者
を
除
く
連
帯
保
証
人
が
１
人
い
る
こ
と

下
水
道 

使
用
可
能
区
域

東津山・林田・城西・西苫田・高野地区

津山浄化センター

川崎

東津山地区

押入

高野本郷
高野地区

林田地区

国道53号

中国道

鶴
山
公
園

津山工業高校

西苫田地区

城西地区

小原

山北

小田中

総合斎場

税
務
署

　

市
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
と
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
工
事
に
よ
り
、
次
の
地
区
で
新
た
に

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
下
水
道

使
用
可
能
区
域
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
接
続
工
事
の
費
用

は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
使
用
可
能
区
域

に
住
む
人
は
、
１
日
も
早
く
接
続
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
下
水
道
課
3
32‐

２
１
０
０

さ
ら
に
拡
大
し
ま
し
た

下
水
道 

使
用
可
能
区
域

下
水
道 

使
用
可
能
区
域

下
水
道 

使
用
可
能
区
域

！

さ
ら
に
拡
大
し
ま
し
た
！

勝北地域久米地域

加茂地域

勝央町

新　野　東
国道53号

加茂町公郷

下水道区域

国道179号

領　家美作千代駅

美咲町

中国道

中 北 下

久米総合文化運動公園

南 方 中
久米支所

国道429号

桑　下

桑　上
戸　脇

中北下・南方中地区

桑下・戸脇地区

鏡野町

　

公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水

の
処
理
区
域
内
で
、 

く
み
取
り
便

所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
工
事

（
浄
化
槽
を
撤
去
し
て
下
水
道
な
ど

に
接
続
す
る
工
事
を
含
む
）の
資
金

を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

た
だ
し
、下
水
道
が
接
続
可
能
と

な
っ
て
３
年
以
内
で
あ
る
こ
と

限
度
額　

80
万
円

利　

率　

年
２
・
75
％（平

成
19
年
度
）

※

供
用
開
始
後
１
年
以
内
の
施
工

は
無
利
子

　

公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落

排
水
事
業
認
可
区
域
以
外
の
専
用

住
宅
で
、
現
在
、
く
み
取
り
便
所

や
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使
用
し
て

い
る
人
が
合
併
処
理
浄
化
槽
に
改

造
工
事
を
す
る
場
合
、
そ
の
工
事

資
金
を
無
利
子
（
平
成
19
年
度
）

で
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※

た
だ
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
に
お
い
て
、
補
助

の
決
定
を
受
け
た
人

水
洗
便
所
改
造
資
金

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
　

改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　　　生活排水は
　　できるだけ早いうちに
下水道へ流してね。くみ取り
便所は３年以内に水洗便所へ
改造しなければいけないんだよ。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
市
内
の
金
融
機
関
に
融
資
の
あ
っ
せ
ん

を
行
い
、
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
や
排
水
設
備
工
事
の
資
金
を

低
利
で
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。


